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塚角地区(岡山県美咲町) 塚角→(つかつの)
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塚角地区

位置情報



塚角地区(岡山県美咲町)
2.過去の災害履歴
吉井川流域の洪水は、ここ400年間の記録に残っている主なものでも約70回発生しています。昭
和に入ってからも頻繁に洪水が起こり特に昭和9年9月（室戸台風）昭和20年9月（枕崎台風）昭
和51年9月、平成2年9月、平成10年10月など浸水により人家などに多大な被害をもたらしました。
当地区（旧柵原町）においても下記の大きな災害が記録に残っています。
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■昭和20年9月（枕崎台風）当地区流出家屋16戸、水災者22人、家畜牛2頭

■昭和38年7月 梅雨前線

■昭和47年 梅雨前線

■昭和54年（台風20号）
■平成10年10月（台風10号）家屋の浸水被害、道路の通行不能

■平成30年7月 西日本豪雨 当地区床上浸水1戸、床下浸水13戸



塚角地区(岡山県美咲町)
3.過去の災害履歴
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昭和20年9月災害状況記録 平成30年災害内水による深夜の浸水状況

深夜の吉井川の水位



塚角地区(岡山県美咲町)
4.【想定災害】
・洪水被害

吉井川と笹の木川の合流箇所における本流の逆流内水による浸水。

・ため池堤体の決壊

恋谷池、小原池、大平池

・台風や集中豪雨に伴う土砂災害

・地震災害

近年地震による災害は発生していないが、近くには那岐山断層帯、山崎断層帯があり、南海

トラフ巨大地震が発生した場合は断層型地震が想定される。

近隣では、マグニチュード7.6  最大震度6強程度が想定されている。
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塚角地区(岡山県美咲町)
5.塚角地区における従来の取組状況

・平成28年 塚角自治会自主防災組織が制定されるも形式的で実際の活動がされていなかった。

・近年では、平成10年台風10号における大きな水害があり、吉井川沿いの区域においては、特

に水害の関心が高まり防災に対する関心が高まってきた。

・防災士を中心に「防災の輪」を結成し子供から高齢者が安全安心の持続可能な地域づくりを

目指して地域の有志と活動を進めている。

・地域コミュニティの活性化の為に小地域ケア会議、通いの場などの活動を展開している。
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塚角地区(岡山県美咲町)
6. 塚角地区におけるモデル地区採択後の実施状況

地区防災計画（避難支援個別計画）作成に向けて

地区防災計画は地区の居住者等により自発的に行われる防災活動に関する計画であり地区居住
者等の意向が強く反映されるボトムアップ型の計画であることから個別計画においても地区内
の広い地域の人の参加により策定を進めていく計画とした。防災会議の構成員は、地区内7常会
の自治会役員、常会長および地区内関係団体のメンバーとした。
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塚角地区(岡山県美咲町)
7. 塚角地区におけるモデル地区採択後の実施状況

個別計画活動の流れ

地区内7常会の防災会議の構成員を2班に分け、1班（大土原,上１,上1）、2班（中,下,小原,笹
の木）として、ワークショップ形式で作業を実施、作業の流れを以下に記す。
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塚角地区(岡山県美咲町)
8-1.避難行動要支援者個別計画
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現地調査

ワークショップで水害を想定し確認した避難所、避難経路を基に、自治会役員と県の担当者、アドバ
イザーの方等の参加で防災町あるきを実施し避難ルートの状況、気づいた点、課題等を確認した。

非表示



塚角地区(岡山県美咲町)
8-2.避難行動要支援者個別計画
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町あるきプロジェクト

※地図はGoogleより引用

避難経路
非表示

非表示



塚角地区(岡山県美咲町)
8-3.避難行動要支援者個別計画
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塚角スイッチ

情報の落とし込み
非表示



塚角地区(岡山県美咲町)
9.まとめ
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ご静聴ありがとうございました。


